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三
月
十
一
日
、
東
日
本
を
襲
っ
た
大
地

震
。
東
北
地
方
を
呑
み
込
ん
だ
大
津
波
。

そ
し
て
、
福
島
原
発
の
爆
発
。
自
然
災
害

と
人
災
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
た
私
た
ち
は
、

全
く
未
経
験
の
非
常
事
態
の
中
に
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
情
報
は
、
そ
の
悲
惨
さ
と
被
害

に
遭
遇
さ
れ
た
方
た
ち
の
人
間
苦
・
う
め

き
を
届
け
て
い
る
。

私
た
ち
の
施
設
は
、
五
十
年
前
五
千
名

を
越
え
る
方
々
の
命
を
奪
っ
た
伊
勢
湾
台

風
と
い
う
大
災
害
時
の
救
援
活
動
か
ら
産

み
出
さ
れ
た
。
も
し
、
近
年
心
配
さ
れ
て

い
る
東
海
・
東
南
海
沖
地
震
が
起
き
た
ら
、

同
様
の
大
災
害
だ
ろ
う
と
想
起
さ
せ
ら
れ
、

同
時
に
、
青
空
や
町
の
景
色
を
眺
め
る
度

に
同
じ
空
の
下
に
あ
る
東
北
・
関
東
の
惨

状
に
思
い
至
り
、
私
た
ち
が
為
す
べ
き
こ

と
は
何
か
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
・
行
政

の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
日
、
保
育
園
の
園
庭
を
の
ぞ
い
た

ら
、
二
歳
児
ク
ラ
ス
の
六
人
が
三
輪
車
に

乗
っ
て
遊
ん
で
い
た
。
あ
る
子
は
ペ
ダ
ル

を
踏
ん
で
い
る
。
あ
る
子
は
地
面
を
踏
ん

で
い
る
。
懸
命
に
全
身
を
使
っ
て
遊
ん
で

い
る
。
そ
こ
に
、「
一
時
保
育
」
で
預
か
っ

た
小
さ
な
子
ど
も
が
ハ
イ
ハ
イ
を
し
て
三

輪
車
を
追
い
か
け
て
い
た
。
保
育
者
は
あ

た
た
か
な
ま
な
ざ
し
で
彼
の
ハ
イ
ハ
イ
を

応
援
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
通
園
施
設
「
そ

よ
風
」
の
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
が
バ
ギ
ー
に
乗
っ
て「
た
だ
い
ま
ぁ
」

と
、
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
私
の
足
元
で

は
、
五
歳
児
の
Ｔ
君
が
廊
下
に
座
り
込
ん

で
い
た
三
歳
児
の
Ｕ
ち
ゃ
ん
に
、＂
一
緒

に
い
こ
う
ね
＂
と
柔
ら
か
な
動
き
で
手
を

差
し
伸
べ
て
い
る
。
う
な
づ
い
た
Ｕ
ち
ゃ

ん
は
、
彼
と
手
を
つ
な
ぎ
お
部
屋
に
戻
っ

て
行
っ
た
。

五
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
が
卒
園
を
前
に

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
、

＂
金
子
み
す
ず
＂
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
。

わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
飛
べ
な
い
が
、

飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
よ
う
に
、

地
面
（
じ
べ
た
）
を
速
く
は
走
れ
な
い
。

私
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

き
れ
い
な
音
は
で
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
鈴
は
私
の
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
唄
は
知
ら
な
い
よ
。

鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

そ
の
歌
声
を
聴
き
な
が
ら
子
ど
も
か
ら

訴
え
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

＂
私
た
ち
の
声
を
聴
い
て
！
＂

子
ど
も
た
ち
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、

︱
︱
★
周
囲
の
あ
た
た
か
な
ま
な
ざ
し
★

健
康
で
安
全
で
、
安
心
で
き
る
生
活
★
豊

か
な
学
び
と
発
見
の
喜
び
★
仲
間
の
中
で

身
体
を
動
か
し
手
を
使
う
、
子
ど
も
ら
し

い
遊
び
の
世
界
★
大
人
の
信
頼
の
中
で
、

未
来
に
希
望
を
持
つ
︱
︱
こ
れ
は
、
ユ
ニ

セ
フ
（
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る
国
連

機
関
）
が
二
〇
〇
七
年
に
行
っ
た
「
子
ど

も
の
幸
福
度
調
査
」
に
使
わ
れ
た
指
標
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ひ
と
り
一
人
違
い
は

あ
る
け
れ
ど
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
環
境

の
中
で
、
大
人
が
知
る
以
上
に
し
っ
か
り

見
て
し
っ
か
り
考
え
て
、
身
体
全
部
を
足

が
か
り
に
し
て
幸
せ
に
生
き
よ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
子
ど
も
の
声

に
聴
き
、
直
接
彼
ら
に
関
係
し
て
い
る
事

象
に
対
す
る
彼
ら
の
視
点
と
ア
イ
デ
ア
に

気
づ
く
大
人
で
あ
り
た
い
。

し
か
し
、
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
。
実
は
、
私
た
ち
大
人
も
「
つ

な
が
り
」
が
な
く
て
は
辛
い
。

今
日
も
テ
レ
ビ
報
道
が
続
く
。
戦
後
最

大
の
死
者
と
伝
え
ら
れ
る
苦
境
の
中
で
、

「
知
り
合
い
に
会
え
て
う
れ
し
い
！
」「
み

ん
な
で
助
け
合
え
る
か
ら
、
希
望
が
あ

る
」
と
、
家
族
も
家
屋
も
失
っ
た
被
災
者

の
声
が
重
く
響
く
。
そ
し
て
、
日
本
中
か

ら
、
世
界
中
か
ら
、
救
援
の
う
ね
り
が
動

き
だ
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
人
の
「
つ
な
が
り
」
が
「
市

場
原
理
」
に
よ
っ
て
争
奪
さ
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
る
私
た
ち
の「
人
間
性
」を
回
復

さ
せ
、
生
き
る
力
と
な
る
と
思
わ
さ
れ
た
。

日
本
国
憲
法
二
十
五
条
は
、「
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
」（
生
存
権
）「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活

面
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
、
人
権
と
平
和
を
第
一
義

に
考
え
る
日
本
の
政
策
と
生
き
方
を
選
ん

で
い
き
た
い
。

名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館

専
務
理
事　

湧
井　

規
子　

つ
な
が
る

事
業
所
紹
介 

障
害
児
・
者

福
祉
事
業
部
門

●
南
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風

・
愛
育
診
療
所

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
み
ど
り

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
Ａ
Ｃ
Ｔ

・
南
区
障
害
者

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

●
発
達
セ
ン
タ
ー
あ
つ
た

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
つ
た

●
発
達
セ
ン
タ
ー
ち
よ
だ

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ち
よ
だ

●
ホ
ー
ム
社
会
館

の
ど
か
・
う
ら
ら
・
天
歩
・

し
ゃ
か
い
か
ん
・
い
っ
ぽ

●
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぴ
ぼ
っ
と

●
活
動
セ
ン
タ
ー
ね
ー
ぶ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ケ
ア
部
門

●
菜
の
花
保
育
園

（
子
育
て
セ
ン
タ
ー
な
の
は
な
）

●
名
南
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｃ
Ｔ

●
ち
ど
り
児
童
会

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
友

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
愛

●
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
ゆ
う
の
里

名古屋キリスト教社会館は、 
創立の精神に基づき、次の使命を担います。 
1. すべての人々がかけがえのない存在として人権が
保障され、自立した人間として成長していける社会
を築くことをめざします。 
2. 隣人とのであい、ふれあい、そだちあいを大切にし、
ともに地域の課題を担うことを通して福祉の輪が
拡がるように努めます。 
3. 世界の人々との交わりを通して、福祉社会の実現の
ために働きます。 

名古屋キリスト教社会館の使命 
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最
近
、す
ご
い
文
章
を
目
に
し
た
。

そ
れ
は
「
今
年
は
私
が
満
一
〇
〇
歳

を
迎
え
る
年
で
す
。
…
こ
の
ほ
ど

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
日

記
を
購
入
し
ま
し
た
。
い
ま
、
十
四

年
以
降
の
予
定
を
記
入
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
を

め
ど
に
、
私
の
人
生
の
マ
ラ
ソ
ン
が

始
ま
り
ま
し
た
。」
と
い
う
書
き
出

し
で
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
目
指
す
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
現
役

の
医
師
で
、
聖
路
加
国
際
病
院
理
事

長
の
日
野
原
重
明
氏
で
あ
る
。
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
今
ま
で
日

本
に
は
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

ク
ー
ル
（
高
校
卒
業
後
、
四
年
間
の

一
般
教
養
課
程
を
習
得
し
た
学
士

が
、
更
に
四
年
間
の
専
門
医
学
課
程

を
修
了
す
る
教
育
施
設
）
の
設
立

と
、
氏
が
立
ち
上
げ
た
「
新
老
人
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
拡
充
。
そ
れ
か

ら
、
一
〇
歳
の
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
い
の
ち
の
授
業
」
の
継
続
。
平

和
運
動
を
世
界
に
拡
大
さ
せ
、
憲
法

九
条
を
守
り
「
平
和
の
国
」
と
し
て

の
日
本
を
世
界
に
訴
え
る
。
繰
り
返

し
読
ん
で
み
る
と
、
す
べ
て
私
た
ち

の
視
野
を
広
く
未
来
に
向
け
る
も
の

で
あ
る
。
日
野
原
氏
の
年
齢
を
意
識

し
な
い
、
年
齢
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
は
、
自
分
の

や
っ
て
お
き
た
い
こ
と
の
た
め
だ
と

分
か
っ
た
。
考
え
て
み
る
と
、
人
の

「
元
気
」
と
い
う
の
は
、
自
分
の
中

か
ら
で
は
な
く
他
の
人
の
こ
と
を
思

う
こ
と
か
ら
生
じ
て
く
る
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

二
月
の「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

（
九
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
）
で
、「
マ

ン
ガ
『
ワ
ン
ピ
ー
ス
』
メ
ガ
ヒ
ッ
ト

の
秘
密
」
が
放
映
さ
れ
た
。「
ワ
ン

ピ
ー
ス
」
は
一
九
九
七
年
か
ら
「
週

間
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」（
集
英
社
）
に

連
載
中
の
マ
ン
ガ
で
、
二
〇
〇
七
年

か
ら
の
原
作
の
単
行
本
は
、
現
在

六
一
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
九
九
九
年
に
始
ま
っ
た
ア
ニ
メ

も
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
現
在
も
放
映
さ
れ

て
い
る
。
高
二
の
孫
が
既
刊
本
を
揃

え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
初
め
て
手

に
し
た
。

時
は
大
海
賊
時
代
、
海
賊
王
を
目

指
す
主
人
公
の
少
年
ル
フ
ィ
と
そ
の

仲
間
た
ち
が
ひ
と
つ
な
ぎ
の
大
秘
宝

「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」
を
求
め

て
航
海
を
続

け
る
冒
険
物

語
で
あ
る
。

何
故
こ
の
マ

ン
ガ
が
こ
う

も
ヒ
ッ
ト
す

る
の
か
。
番

組
で
は
そ
の

理
由
と
し

て
、
行
く
手

に
塞
が
る
さ

ま
ざ
ま
な
困

難
、
と
う
て

い
敵
い
そ
う
も
な
い
相
手
に
仲
間
と

共
に
立
ち
向
か
い
、
仲
間
の
た
め
に

体
を
投
げ
出
し
て
い
く
絆
の
強
さ
、

そ
こ
に
描
か
れ
る
友
情
と
信
頼
の
姿

が
人
々
の
心
を
打
ち
、
引
き
付
け
る

の
で
は
な
い
か
と
語
ら
れ
て
い
た
。

連
載
の
始
ま
っ
た
一
九
九
七
年
は
丁

度
バ
ブ
ル
が
弾
け
た
後
で
、
経
済
の

低
迷
す
る
中
で
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
は

人
々
の
心
を
捉
え
続
け
た
。
大
手
書

店
が
購
入
者
層
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
十
八
歳
以
下
が
一
割
程
度
、
九

割
近
く
が
二
〇
代
、
三
〇
代
を
中
心

と
す
る
大
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
不
況
の
中
、
携
帯
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速
に
普

及
、
情
報
の
過
多
は
個
人
の
囲
い
を

た
や
す
く
造
る
と
同
時
に
、
見
え
な

い
相
手
に
対
す
る
警
戒
網
を
も
つ

く
っ
た
。
競
争
と
自
己
責
任
の
論
理

は
人
を
孤
立
さ
せ
無
縁
社
会
を
生
み

出
し
た
。
今
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
、
自
分
以
外
の
こ
と
は
考
え
な
い

現
実
が
あ
る
。
昨
年
の
キ
リ
ス
ト
新

聞
の
「
論
壇
」
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
森

一
弘
司
教
が
「
国
民
の
強
さ
は
弱
者

の
幸
福
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
」
と
い

う
ス
イ
ス
連
邦
の
憲
法
（
前
文
）
を

紹
介
さ
れ
て
い
た
。
人
の
幸
せ
は
共

存
・
共
生
の
理
念
に
他
な
ら
な
い
と

書
い
て
お
ら
れ
た
が
、
福
祉
は
出
会

い
か
ら
始
ま
り
、
ふ
れ
あ
い
、
育
ち

あ
い
の
継
続
の
中
で
現
実
を
変
え
て

い
く
力
を
持
つ
。

「
福
祉
と
い
う
仕
事
は
、
あ
る
意

味
つ
ら
い
仕
事
で
あ
る
が
、
そ
こ
か

ら
生
き
る
喜
び
と
明
日
へ
の
希
望
を

伝
え
る
の
が
福
祉
の
精
神
で
あ
る
」

（
阿
部
志
郎
氏
）

そ
う
い
う
意
味
で
社
会
館
の
活
動

を
思
う
と
嬉
し
く
、
ま
た
職
員
の
皆

さ
ん
た
ち
の
働
き
を
尊
く
覚
え
る
。

ち
な
み
に
イ
ギ
リ
ス
・
レ
ス
タ
ー
大

学
の
、
世
界
各
国
に
お
け
る
幸
福
度

の
調
査
報
告
（
二
〇
〇
六
年
）
に
よ

る
と
、
日
本
は
一
七
八
ヶ
国
中
九
〇

番
目
と
あ
っ
た
。
ト
ッ
プ
は
デ
ン

マ
ー
ク
、次
が
ス
イ
ス
。ア
メ
リ
カ
は

二
十
三
位
、
ド
イ
ツ
三
十
五
位
、
イ

ギ
リ
ス
四
十
一
位
と
あ
っ
た
。
国
全

体
の
こ
と
と
し
て
福
祉
が
考
え
ら
れ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

理
事
長　

池
田　

巍
義　

新しい年の中で

　

二
〇
一
〇
年
度
は
、「
創
立
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
そ
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
到
達
と
課
題
を
確
認
し
、
一
〇
〇
年
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
く
」
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
実
績
は
、
下
記
の
よ

う
で
し
た
。

１
、
創
立
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

①　

九
月
二
十
六
日
に
創
立
五
十
周
年
記
念
礼
拝
・
式
典
・

研
修
会
の
開
催

②　

社
会
館
読
本
「
え
い
る
」
の
発
行

③　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
定
め
、
新
し
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

④　

創
立
の
経
緯
を
表
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
作
成
、
設
置

⑤　

十
二
月
十
八
日
に
「
社
会
館
五
十
年
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
、
同
窓
会
を
開
き
、
後
援
会
を
発
足

⑥　

五
十
年
史
は
編
さ
ん
経
過
中

⑦　

社
会
館
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版
の
作
成

⑧　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
付
き
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
の
作
成

２
、
五
十
周
年
か
ら
一
〇
〇
周
年
を
見
通
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
す
る
課
題
を
持
ち
ま
し
た
。

３
、
新
た
な
事
業
展
開
と
そ
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。　

①　

社
会
館
本
館
の
東
側
に
位
置
す
る
生
協
本
部
棟
を
五
十

周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
購
入
し
、
新
た
な
事
業
を
開
始

一
階
：
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
愛
」

二
階
：
療
育
グ
ル
ー
プ
の
専
用
室

②　

社
会
館
本
館
の
北
側
に
そ
よ
風
専
用
の
駐
車
場
を
確
保

③　

五
番
目
の
ケ
ア
ホ
ー
ム
「
い
っ
ぽ
」
を
開
設

④　

産
業
医
を
導
入
、
職
場
の
安
全
衛
生
と
環
境
改
善
を
前
進

⑤　

東
部
方
面
の
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
実
現
の
た
め
の
準
備

室
に
よ
り
、
以
下
の
取
組
み

・
大
療
育
研
究
会
の
開
催
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

二
〇
一
一
年
度　

基
本
方
針

主　

題
⑴　

社
会
福
祉
実
践
と
実
践
者
お
よ
び
研
究
者
に
学
び
な

が
ら
、
私
た
ち
の
仕
事
を
積
み
上
げ
、「
人
権
の
保
障
」

と「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
創
造
」に
貢
献
し
よ
う
。

⑵　
「
聴
く
」
こ
と
を
要
と
し
、「
人
と
人
が
つ
な
が
る
喜

び
」
と
、「
共
存
し
あ
う
生
活
」
を
創
造
し
よ
う
。

１
、
東
北
関
東
大
震
災
被
災
者
へ
の
支
援
活
動
の
展
開
と
地
域

に
お
け
る
「
新
た
な
支
え
あ
い
」
の
創
出

２
、
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館
五
十
年
の
歴
史
・
人
々
・「
社

会
福
祉
」
に
学
び
、
新
た
な
中
・
長
期
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
。

３
、
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館
の
使
命
に
基
づ
く
実
践
を
検

証
し
、
交
流
し
、
高
め
る
。

４
、
法
人
組
織
の
事
務
管
理
、
運
営
・
経
営
の
機
能
向
上
と
習

熟
を
図
る
。

５
、
当
面
す
る
短
期
計
画
に
則
っ
た
課
題
の
推
進

６
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
団
体
・
社
会
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
福
祉
文
化
の
向
上

新
役
員
体
制

二
○
一
一
年
～
二
〇
一
三
年
役
員
体
制

顧　
　

問　
　

鈴
木　

武
二

理
事
長　
　

池
田　

巍
義

専
務
理
事　
　

湧
井  

規
子

常
務
理
事　
　

谷
川　
　

修

理　
　

事　
　

野
村　
　

潔　
　

中
村　

紀
子

　
　
　
　
　
　

近
藤　

直
子　
　

内
藤　

義
三

　
　
　
　
　
　

長
田　

圭
子　
　

田
中　

博
二

　
　
　
　
　
　

磯
部　

昌
治　
　

加
藤　

峯
子

　
　
　
　
　
　

下
妻　

幸
美
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　

白
石　

淑
江
（
新
任
）

監　
　

事　
　

磯
部　
　

徹　
　

小
林　

冴
子

評
議
員　
　

葛
西　
　

修　
　

笠
嶋　
　

泰

　
　
　
　
　
　

加
藤　

明
宏　
　

加
藤　

考
一

　
　
　
　
　
　

小
早
川
弘
江　
　

柴
田　

謙
治

　
　
　
　
　
　

武
田
美
和
子　
　

鳥
井　

一
夫

　
　
　
　
　
　

長
井　
　

潤　
　

藤
原　

茂
樹

　
　
　
　
　
　

吉
田　

節
子　
　

松
岡
ま
り
子

　
　
　
　
　
　

三
好　

禎
之　
　

岡
村　

恒
義
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　

渡
部
紀
久
子
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

智
子
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　

湯
浅　
　

登
（
新
）

二
〇
一
一
年
度
　基
本
方
針



名古屋キリスト教社会館（3）

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る

前
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

高
齢
者
と
触
れ
合
う
機
会
の

あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の

制
度
は
高
齢
者
の
よ
り
豊
か

な
生
活
を
保
障
す
る
も
の

だ
と
期
待
し
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
み
せ
る
姿
が
、
必
ず
し

も
家
に
お
い
て
も
続
い
て
い

な
い
こ
と
を
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
ご
自
宅
を
訪

ね
、
お
話
を
聞
く
機
会
で
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

混
乱
の
時
代
を
生
き
て

こ
ら
れ
た
方
た
ち
は
、『
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

ぽ
っ
く
り
と
逝
き
た
い
』
と

よ
く
話
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
で

き
た
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
物
事
を
覚
え
て
い
ら
れ

な
く
な
っ
て
も
、
命
あ
る
限

り
生
き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
家
族
だ
け

が
介
護
を
抱
え
込
ま
な
く
て

す
む
よ
う
に
介
護
保
険
制
度

は
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
十
一
年
た
っ
た
今

も
制
度
を
利
用
せ
ず
、
必
死

で
が
ん
ば
っ
て
い
る
家
族
、

お
年
寄
り
が
お
ら
れ
ま
す
。

『
も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
。

先
が
見
え
な
い
介
護
だ
か
ら

こ
そ
、
一
人
で
頑
張
ら
な
い

で
』
と
強
く
思
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
を
始
め
て
か

ら
、
幾
度
と
な
く
辛
い
思
い

も
し
ま
し
た
。『
お
花
を
仏

壇
に
お
供
え
し
た
い
』
と

い
っ
た
些
細
な
願
い
さ
え
、

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
か
ら
外
れ

る
た
め
、
叶
え
て
さ
し
あ
げ

ら
れ
ま
せ
ん
。
造
花
を
飾
っ

て
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
仏
壇

に
手
を
合
わ
せ
ら
れ
る
姿
を

見
ま
す
。
日
常
の
生
活
の
一

部
と
な
っ
て
い
る
、
こ
の
よ

う
な
些
細
な
こ
と
さ
え
叶
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

時
、
今
の
介
護
保
険
制
度
は

心
の
通
っ
た
制
度
と
は
程
遠

い
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と

強
く
思
わ
さ
れ
ま
す
。

昨
年
、
一
年
間
寝
た
き
り

だ
っ
た
父
が
他
界
し
ま
し

た
。
倒
れ
た
時
は
、
既
に
話

も
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
た

め
、
本
人
に
ど
の
よ
う
な
最

後
を
迎
え
た
か
っ
た
の
か
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
施
設
で
一
年
間
過
ご

し
、
母
に
看
取
ら
れ
て
最
期

を
迎
え
ま
し
た
。
ど
う
す
べ

き
だ
っ
た
の
か
、
今
も
答
え

は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い

最
後
の
時
を
、
い
か
に
『
自

分
ら
し
く
』『
そ
の
人
ら
し

く
』
迎
え
ら
れ
る
か
、
そ
の

手
助
け
と
な
る
よ
う
な
介
護

保
険
制
度
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
強
く
願
い
ま
す
。

私
の
仕
事
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
は
こ
の
よ
う
な
制
度
で
す

が
、
一
人
ひ
と
り
の
出
会
い

を
大
切
に
、
日
々
感
謝
の
思

い
を
も
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
い
か

ね
ば
と
思
い
ま

す
。

（
山
口　

里
子
）

保
育
園
に
隣
接
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
「
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
未

就
学
の
親
子
が
集
い
、
自
由

に
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。
こ

の
日
も
誘
い
あ
っ
て
、
三
組

の
親
子
が
元
気
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
子
ど
も

た
ち
は
、ブ
ロ
ッ
ク
を
出
し
、

絵
本
を
持
っ
て
き
て
「
読
ん

で
～
」
と
ば
か
り
に
お
母
さ

ん
に
差
し
出
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
こ
こ
で
は
み

ん
な
の
子
ど
も
。
た
く
さ
ん

の
マ
マ
に
囲
ま
れ
て
、
の
び

の
び
と
遊
び
始
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う

に
遊
ぶ
の
を
見
守
り
な
が

ら
、
子
育
て
の
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。「
私
の
（
マ

マ
）
治
療
中
子
ど
も
を
み
て

く
れ
る
歯
医
者
さ
ん
知
っ
て

る
？
」「
子
育
て
タ
ク
シ
ー
っ

て
知
っ
て
る
？
」
な
ど
情
報

交
換
も
さ
か
ん
で
す
。「
み

ん
な
に
聞
い
て
欲
し
か
っ

た
」
と
子
ど
も
の
気
に
な
る

様
子
や
悩
み
も
出
さ
れ
、
話

し
は
尽
き
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ

と
先
輩
の
お
母
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
「
こ
の
時
期
だ
け
の

悩
み
」、「
み
ん
な
同
じ
」
と

思
っ
て
気
持
ち
が
楽
に
な
っ

た
り
、
元
気
に
な
っ
た
と

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
知
り
あ
っ
た
お
母

さ
ん
た
ち
同
士
が
誘
い
あ
っ

て
公
園
に
遊
び
に
行
く
な

ど
、
子
育
て
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
あ
る
日
、
持
っ

て
き
た
お
弁
当
を
囲
み
、
家

庭
で
作
っ
て
き
た
ス
ー
プ
を

温
め
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し
な
が

ら
お
食
事
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
た
ち
の
一
工

夫
が
集
ま
っ
て
ス
テ
キ
な
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。

外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て

の
学
習
会
や
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
の
交
換
会
な
ど
、
お
母
さ

ん
た
ち
の
話
を
聞
い
た
り
、

要
望
を
聞
き
な
が
ら
の
と
り

く
み
も
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
子
育
て
仲

間
に
出
会
い
、
子
育
て
を
よ

り
楽
し
く
、
困
っ
た
時
に
は

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
た
く
さ

ん
の
人
の
中
で
と
も
に
育
ち

あ
う
親
子
の
出
会
い
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
歩
み
た
い
と

思
い
ま
す
。（

柏
本
多
恵
子
）
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乗
馬
は
今
年
で
五
年
目
の

と
り
く
み
と
な
り
ま
す
。
長

い
子
ど
も
は
も
う
四
年
ほ
ど

通
っ
て
い
ま
す
。
月
一
回
の

と
り
く
み
で
す
が
、
乗
馬
を

期
待
し
て
通
っ
て
く
る
姿
は

と
て
も
印
象
的
で
す
。＂
楽
＂

＂
プ
リ
ン
ス
＂
な
ど
、
馬
の

名
前
も
覚
え
、「
楽
が
い
た

よ
」「
何
し
て
い
る
の
か
な
」

な
ど
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
す
。

特
に
Ｙ
く
ん
は
、
い
つ
も

期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
て
牧
場

に
や
っ
て
き
ま
す
。
物
事
の

切
り
替
え
が
う
ま
く
い
か
な

い
Ｙ
く
ん
で
す
が
、
馬
に
乗

れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
期
待
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
か
、
気
持
ち
が
崩
れ

る
と
い
う
こ
と
が
減
っ
て
き

ま
し
た
。
始
め
た
頃
は
、
ふ

ら
ふ
ら
と
危
な
か
し
か
っ
た

乗
馬
も
、
今
で
は
し
っ
か
り

と
乗
れ
て
い
ま
す
。＂
楽
＂

に
乗
っ
て
い
る
と
き
は
特

に
う
れ
し
そ
う
で
、「
ヤ
ッ

ホ
ー
」
と
叫
び
、「
ア
ル
プ

ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
や
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
な
ど
の
歌
を

歌
い
ま
く
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
表
情
は
と
て
も
輝
い
て
お

り
、
周
り
の
者
ま
で
楽
し
い

気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

乗
馬
の
終
わ
っ
た
後
は
、

馬
場
の
掃
除
も
や
り
ま
す
。

一
輪
車
を
運
ぶ
な
ど
大
活
躍

の
Ｙ
く
ん
で
す
。
終
わ
り
の

集
い
が
終
わ
っ
て
も
、「
お

馬
さ
ん
」
と
大
声
を
は
り
あ

げ
て
は
馬
場
の
周
り
を
か
け

め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も

充
実
し
た
ひ
と
時
だ
っ
た
の

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ち
よ
だ
で

は
、
職
員
の
ほ
か
に
も
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
こ

の
と
り
く
み
を
手
伝
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
一
人
が
こ
う
言
い

ま
す
。「
私
は
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど

も
の
方
が
よ
く
分
か
っ
て
い

て
準
備
、
後
か
た
づ
け
と
ス

ム
ー
ズ
に
や
っ
て
お
り
び
っ

く
り
し
ま
し
た
」
と
。
そ
し

て
、「
子
ど
も
た
ち
は
た
だ
、

馬
の
背
中
に
乗
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
バ
ン
ザ
イ
を
し

た
り
、
姿
勢
を
大
き
く
変
え

る
な
ど
、
す
ご
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
」
と
。
こ
の
言
葉

を
聞
い
た
と
き
、
長
く
続
け

て
き
た
こ
と
が
、
大
き
な
成

果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

こ
の
三
月
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
卒
園
し
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
か

お
母
さ
ん
の
前
で
も
得
意
げ

に
乗
馬
を
楽
し

む
姿
を
み
せ
て

く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

（
五
十
川　

薫
）

地域で　暮らす　育つ
　

今
年
初
め
て
町
内

清
掃
に
「
ホ
ー
ム

し
ゃ
か
い
か
ん
」
の

仲
間
と
共
に
参
加
し

ま
し
た
。
地
域
の
と

り
く
み
に
参
加
す
る

の
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
少
し
緊
張
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
ホ
ー

ム
の
玄
関
前
か
ら
清
掃
を
始

め
ま
し
た
。

　

車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
仲

間
に
は
、
最
初
は
ゴ
ミ
袋
を

も
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
袋

に
少
し
ず
つ
雑
草
が
た
ま
っ

て
い
く
と
、
膝
の
上
に
き
ち

ん
と
袋
を
乗
せ
て
袋
の
端
を

し
っ
か
り
と
持
ち
続
け
て
い

ま
す
。
正
直
、
袋
を
落
と
す

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の
姿
に
は

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、
ホ
ー
キ
を
使
っ

て
い
る
私
を
ジ
ー
と
み
て
い

る
の
で
、
ホ
ー
キ
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
が
動
き
を
止
め
る
と
、
こ

ち
ら
を
み
て
、『
も
っ
と
や

り
た
い
』
と
ば
か
り
に
足
を

ド
ン
ド
ン
と
さ
せ
ま
す
。

　

次
に
は
、
公
園
や
道
路
の

端
に
生
え
て
い
る
草
抜
き
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。
最
初
は

歩
き
回
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
に

帰
ろ
う
と
落
ち
着
か
な
い
様

子
の
仲
間
で
し
た
が
、
こ
ち

ら
が
座
り
込
ん
で
草
取
り
を

始
め
る
と
、
自
ら
手
を
伸
ば

し
て
草
抜
き
を
し
よ
う
と
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、『
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』『
す

ご
い
ね
え
』『
あ
り
が
と
ね
』

な
ど
と
、
町
内
の
方
た
ち
が

声
を
か
け
て
下
さ
り
、
仲
間

た
ち
も
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
を

浮
か
べ
、
お
じ
き
を
返
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
の
行
事
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仲
間

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

る
、
仲
間
た
ち
自
身
も
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
行
事
に

は
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

住
民
と
の
関
わ
り
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
猿
渡　

友
理
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ち
よ
だ

乗
馬
グ
ル
ー
プ
の
と
り
く
み

デ
イ
サ

ー

ビ
ス
友

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
な
の
は
な

ホ
ー
ム
社
会
館

町
内
清
掃
に
参
加
し
て

介
護
社
会
に
思
う
こ
と
（
私
の
願
い
）

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
の
中
で
、

楽
し
く
元
気
に
子
育
て
を
！

 TEL 613-3341
 FAX 746-0874

 TEL 792-7277
 FAX 792-7258
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＊ 作り方 ＊
①パンは冷凍したものを使います。食べやすい厚さ（１
㎝くらい）に切る。
②A、B、C をそれぞれパンに塗り、オーブン or オー
ブントースターで焼きあげる。
＊食べやすい固さを選んで !!
軟らかい：ロールパン（他にレーズン、黒糖や胚芽ロール）
少し固さが出る：食パン（サンドウィッチ用、8枚切り）
固い：バケット (厚みを薄くしていくと固さが出る )
＊味をつけるなら…
ガーリックバター、シナモンバター、など
＊ディップをつけて…
◆ブルーベリーヨーグルト
　（プレーンヨーグルトにジャム or シロップ付け）
◆クリームチーズ、バジルクリーム
◆アボカド

＊ 材　料 ＊
フランスパン
A………… 黄粉バター（黄粉：砂糖＝１：0.5）
B…………………………………… バタシュガー
C……………………………… パセリマヨネーズ

苦情申し出の窓口

第三者委員は、

加藤　考一　６１３－２７１８
小林　冴子　６１１－０４０１

　また、法人職員ではなく、
第三者の立場として苦情を
受付け、より良い解決へと
導く立場の者として、第三
者委員を選任しています。

法人への苦情は、
本部事務局

６１２－３３７０
へお願いします。

　苦情の申し出窓口は、各事
業所掲示板等に掲示してい
ます。苦情受付者は主任、解
決者は事業所長が基本です。

　災
害
は
突
然
や
っ
て
き
た
。
三
月

十
一
日
に
起
き
た
東
北
・
関
東
大
震

災
。
現
地
の
状
況
に
言
葉
も
出
な
い
。

絶
望
状
況
の
中
、「
前
を
向
く
し
か

な
い
」
と
つ
ぶ
や
か
れ
た
方
の
気
持

に
頭
が
下
が
る
。
こ
の
災
害
か
ら
今
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う

と
多
く
の
人
が
考
え
実
行
し
て
い

る
。
今
ま
で
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た

日
常
に
関
心
を
寄
せ
、
日
本
が
一
つ

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
た
だ
寂

し
い
の
は
、
こ
の
状
況
の
中
詐
欺
を

犯
す
者
も
い
る
。
支
援
の
手
が
必
要

と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
確
実
に
届
く
事

を
願
い
た
い
。

（
Ｙ
・
Ｉ
）

編 

集 

後 

記

お手軽
料理教室

おすすめおやつ！  いろいろラスク

イースター早天礼拝
第 51回

日　時
　2011 年４月 24日（日）
時　間
　AM７：00～ AM８：00
場　所
　日本バプテスト連盟
名古屋キリスト教会
千種区今池１-６-25
Tel（052-733-3855）
説　教
山田幸男 牧師
（日本バプテスト連盟

瑞穂キリスト教会）

名古屋市東部に地域療育センターをつくる
チャリティーコンサート実行委員会

　２／ 27 皆様のご協力を頂き、無事終えることができま
した。今場の今池ガスホールを埋めつくす聴衆とともに、
アンサリーさんのあたたかい歌声に酔いしれました。ク
ライマックスは、実行委員のお母さんたちとの大合唱。
練習の成果が光りました。
　協賛広告などでご協力いただいた多くの方々にも重ね
てお礼申し上げます。

　極めて深刻な被災状況が続いております。数
十万人の被災者が長期の避難所生活を余儀なく
されることが必至と思われます。こうした被災
者を支援する活動に供する資金が必要です。ご
協力をお願いいたします。
振込先は
郵便振替口座／ 00840-3-1576　
　　加入者名／名古屋キリスト教社会館
★通信欄に、東北関東大震災支援活動のための
募金とご記入ください。

献
金
・
協
賛
報
告

　ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
方
々
の

ご
芳
名
を
掲
載
し
、
報
告
と
お
礼
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〈
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
〉

長
谷
川
百
合
子
、
名
古
屋
聖
マ
タ
イ

教
会
、
菅
原
美
恵
子
、
岩
田
鉱
一
、

高
橋
昭
彦
、
岩
田
悦
、
伊
藤
明
人
、

㈱
サ
ン
ゲ
ツ
、
青
木
栄
一
、
日
本
キ

リ
ス
ト
教
団
半
田
教
会
、
日
本
キ
リ

ス
ト
教
会
名
東
教
会
、
日
本
基
督
教

団
春
日
井
教
会
、
土
屋
淑
子
、
榎
本

令
子
、
中
村
章
二
、
名
古
屋
西
キ
リ

ス
ト
の
教
会
、
日
本
基
督
教
団
熱
田

教
会
め
ぐ
み
会
、
日
本
基
督
教
団
岡

崎
教
会
、
川
口
誠
、
名
古
屋
福
音
伝

道
教
会
、
大
西
寿
次
、
高
橋
榮
一
、

日
本
基
督
教
団
豊
田
教
会
、
活
け
る

キ
リ
ス
ト
一
麦
教
会
、
植
田
望
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
団
赤
池
教
会
、
御
器

所
教
会
代
表
者
船
水
牧
夫
、
瀬
戸
聖

書
パ
ブ
テ
ス
ト
教
会
、
名
古
屋
聖
ス

テ
パ
ノ
教
会
、
名
古
屋
中
学
校
・
名

古
屋
高
等
学
校
、
名
古
屋
新
生
教
会
、

西
田
博
明
、
名
古
屋
柳
城
短
期
大
学
、

広
路
教
会
、
池
田
巍
義
、
日
本
キ
リ

ス
ト
教
団
刈
谷
教
会
、
名
古
屋
中
央

教
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
名
古
屋

教
会

〈
賛
助
会
〉

勅
使
千
鶴
、
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派

八
事
教
会
、
久
保
田
啓
、
黒
野
勇
治
、

高
橋
榮
一
、
寺
田
仁
計
、
植
田
望
、

猪
村
正
彦
、
加
藤
明
宏
、
高
橋
昭
彦
、

板
倉
綾
子

〈
一
般
献
金
〉

尾
碕
信
、
谷
川
修
、
山
田
和
孝
、
松

本
勝
正
、
須
田
桂
子
、
野
村
潔
、
金

谷
明
美
、
高
橋
昭
彦

〈
事
業
所
指
定
〉

恒
川
修
、
在
日
米
国
商
工
会
議
所

　
（
以
上
12
／
７
〜
３
／
７
現
在
）

　入浴には、体を清潔に保つだけでなく、
血行を良くし皮膚や体内の代謝を活発に
し、心身の緊張を解くなどの効果があり
ます。
………… 入浴の注意点 …………
※浴室内と脱衣所の温度差を小さくしま
しょう
服を脱ぐとき寒さにさらされると血圧
が急上昇し大変危険です。

※湯温の基本は38～40℃にしましょう
30～ 40℃のぬるい湯は副交感神経を
刺激し、体も心もリラックスさせてく
れます。
42℃のお湯に浸かると血圧が40mmHg
以上も上昇し、お湯から出た後はわず
か５分で 30mmHg ほども下降し体へ
の負担が大きくなります。

※体調が優れないときは、無理はしない
ようにしましょう。

　　　の話入浴
介　護
一口メモ

高齢者にやさしい パートさん募集

業務内容
　高齢者の介護全般
場　所
　デイサービス友・愛
時　間
　AM８：30～PM５：15
　（短時間でも可）
資　格
　介護福祉士
　ヘルパー２級以上
募集人数
　若干名
問い合せ
　612-3077（小早川）

アンサリー
チャリティーコンサートの報告

　障害をもつ仲間（男性）４名と世話人２名で３月よ
りくらしはじめました。
　親元を離れ地域で自
立した生活をおくるた
めのホームです。
　よろしくお願いしま
す。

…………………………
南区天白町２丁目

６番地 75号
…………………………

スタート
が「ホームいっぽ」

「高森先生を偲ぶ会」が和やかな雰囲気のもと、
100 名を超す参加者で行われました。

　高森先生が立ち上げから関わられ、終生の実践の場であっ
た大阪ボランティア協会の事務局が置かれている大阪 NPO
プラザにおいて、１月 30日（日）午後に「高森先生を偲ぶ会」
が催されました。会場には、ご遺族のほか、先生ゆかりの方々
が多数参加され、和やかな雰囲気のもと、先生を偲び交わり
を深めました。どなたのエピソードも、先生が分け隔てなく
誰にも笑顔で接せられ、ちょっとした一言で勇気と希望と大
きな示唆を与えられた、そんなお人柄が改めて思い出される
良い会でした。 （Ｏ.Ｔ）

東北・関東大震災
支援活動のための

募金へのご協力のお願い
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